平成２８年度射水市福祉有償運送運営協議会議事録
日　時　平成２８年９月２３日（金）

午後1時30分～午後2時30分
場　所　射水市小杉庁舎402会議室　

出席者　　委　員：中村幸春、藤城哲治、上野裕之、平野嘉孝、岡部宗光、森永幸子、

稲積美智子
　　　　　オブザーバー：鈴木善治（代理石浦登）、清澤新一、釣谷隆行
　　　　　欠　席：坂又國昭　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　順不同敬称略
　　　　　　 事務局：4名

　　　　　事業者：ＮＰＯ法人ふらっと　宮袋季美
１　開会　
２　会長あいさつ
　
３　委嘱状交付

４　委員・オブザーバー紹介
５　会長及び副会長の選出

６　報告事項
(1) 　平成２７年度福祉有償運送事業報告
(2) 　ＮＰＯ法人ふらっと福祉有償運送実施状況　　　　　　　 
　　　      資料１、２　事務局説明
· 会員登録について事務局で適切であると確認し、すべての会員が該当すると判断した旨を報告

　（会　　長）　資料１，２について、質問や意見はあるか。
（委　　員）　サービス実施状況の件数はどういう数え方をするのか。
（事 務 局）　登録者108名の、延べ回数である。
（委　　員）　利用されている方は固定的なのか。
（事 業 者）  固定されている方も、無い方もいる。放課後デイサービスの他にも年
　　　　　に数回の方もおられる。
（委　　員）　月の件数が、登録数よりも少ないのはそのせいか。
（事 業 者）  そうです。また、複数人乗車も認めていただいているのでその影響も
ある。
（委　　員）  赤字だが、今後どうされていくのか。
（事 業 者）　数年前に400円に承認いただいているが、制度改正による施設利用料や消費税の値上げもあり、据え置きとなっていた。次回の総会にかけてから、400円にしたい。介助料も考えているが、いきなりはできない。
　　　　　　利用者が使いやすくしたい。

（会　長）　200円から400円は考えているのか。

（事業者）  利用者の意見を聴きながら進めていきたい。

(3) 　ローカルルールについて　　
　　　資料３　　事務局説明
　
　（会　　長）　昨年承認したワンボックスの利用状況について説明して下さい。
　（事 業 者）　助成金を申し込んだりしていたが、いただけず、また、報酬の変更も
あり、車が買えなかった。せっかく承認していただいたのに申し訳ない。
　（委　　員）　車両の購入（変更）については、承認から3年以内と定めてあるので、

その中で考えなければいけない。他の車両の変更については考えている
のか。
　（事 業 者）　もう、そろそろとは考えている。
  （委　　員）　運行管理や整備についてはしっかりやられているので、問題ないと思
う。
　７　協議事項

(1) 　ＮＰＯ法人ふらっとにおける、有効期間の更新の登録について 

　　　    

（委　　員）　ＮＰＯ用の別の処理方針があるので、そちらを参考にしてもらいたい。

（事 務 局）　了解した。

（会　　長）　他に意見が無いようであれば、登録の更新について承認してよいか。

（委員全員）  委員全員了承
８　その他

（会　　長）　その他について事務局から何かあるか。

（事 務 局）  資料は今回用意はしていないが、県内4市で行っている福祉有償運送
　　　　　　の対象者が、射水市を除く3市では障害者全般及び要介護者が対象とな
っている。将来的には射水市でも範囲の拡大について考えていきたい。
来年度以降の協議としていきたい。
（会　　長）  ふらっとの考えは。
（事 業 者）　現在療育手帳所有者のみを対象にしていることから、持っておられな
　　　　　　い身体障がい者の方に療育手帳を取得するようにお願いしたこともあ
る。射水市の視覚障がい者の方からの要望もある。今後考えていきたい。

（会 　長）　今回は協議事項になっていないが、来年度の協議としたい。
　（事 務 局）　オブザーバーに感想（意見）を求めたい。
　（オブザ）　県内4市で福祉有償運送を行っている。利用しやすい社会環境を考えていきたい。
　（オブザ）　公共交通機関との関係を考えつつ運営をお願いしたい。ローカルルー
　　　　　　　ル等取扱いが変わってきているので、ガイドラインや実施要綱などを整
備してもらいたい。議事内容のフィードバックもお知らせしてほしい。
　（事 務 局）　了解。

　（オブザ）　介護タクシーをやめている。何故かというと、訪問介護の中では介護者を介護しなくてはならなくなっているので、それができない。身体世話の条件を外せば取り組める。また、障がい者の働く場も増やしてほしい。
　
９　閉　会
